
令和７年度 第１９回津別町地域公共交通活性化協議会 会議録 

 

【１】日  時  令和７年６月４日（水） １４時３０分～１５時２０分 

 

【２】場  所  津別町役場 検診ホール 

 

【３】出席者 

№ 所  属 役  職 氏  名 

1 北海道運輸局北見運輸支局 首席運輸企画専門官 髙松 正繁 

2 オホーツク総合振興局地域政策課 課⾧ 日置沙織（代理） 

3 北海道北見バス株式会社 乗合自動車部次⾧ 佐々木 淳 

4 有限会社津別ハイヤー 代表取締役 鈴木 克典 

5 網走開発建設部北見道路事務所 所⾧ 坂井 豪紀 

6 津別町商工会 事務局⾧ 今野 裕一 

7 自治会女性部連絡協議会 理事 井村ゆかり 

8 津別町ＰＴＡ連合会 会⾧ 小林 教行 

9 社会福祉法人津別町社会福祉協議会 事務局次⾧ 門脇 隆司 

10 ＮＰＯ法人まちづくり支援センター 代表理事 為国 孝敏 

11 株式会社津別町振興公社 課⾧ 安藤 哲也 

12 津別町役場 副町⾧ 伊藤 泰広 

13 津別町役場 保健福祉課⾧ 仁部真由美 

14 津別町役場 産業振興課⾧ 石川 勝己 

15 津別町役場 住民企画課⾧ 迫田  久 

16 津別町役場 生涯学習課⾧ 谷口 正樹 

 

【４】欠席者 

№ 所  属 役  職 氏  名 

1 網走建設管理部事業課 課⾧ 山田 基博 

2 北海道北見方面本部美幌警察署 地域・交通課⾧ 村上  僚 

3 私鉄総連北見バス支部 執行委員⾧ 白岡 寛司 

 

【５】事務局 

№ 所  属 役  職 氏  名 

1 津別町役場 建設課⾧ 中橋 正典 

2 津別町役場 建設課⾧補佐 土田 直美 

3 津別町役場 道路河川係⾧ 安瀬 雅祥 

4 津別町役場 道路河川係 大川 拓己 



【６】会議の経過 

●委員委嘱状交付（交代のあった委員のみ） 

１ 会⾧挨拶 

 

２ 報告事項 

（１）令和６年度実施事業実績について 

     ①市街地巡回バス（花バス）運行事業 

     ②タクシー利用助成券交付事業 

■事務局より報告 

～質疑応答～ 

・質疑無し 

 

（２）令和６年度地域公共交通確保維持改善事業費補助金について 

■事務局より報告 

～質疑応答～ 

・質疑無し 

 

（３）北見・美幌・津別バス路線再編について 

■オホーツク総合振興局より説明 

～質疑応答～ 

・以前は市町村単独路線であったものが、地域間幹線系統として位置づけることは可能

なのか。 

→利便増進の特例で、要件が緩和され輸送量５人以上が地域間幹線系統の基準となるも

のと認識している。エリア一括も見据えており、補助金は最大限獲得する想定でいる。 

・特例制度はいつから整理されていたものになるか。 

→エリア一括の制度は直近で新しくなっており、利便性が良くなったものと認識してい 

 る。６月中にパブリックコメントを予定しているので、質疑等があれば、その際にも 

お願いしたい。 

 

（３）その他報告事項 

・特に無し 

 

 ３ 協議事項 

（１）令和６年度事業評価について 

■事務局より説明 

～質疑応答～ 

・達成度の算出が誤っていると思われるため、後日、事務局を介して連絡する 

・花バスもタクシー助成券も他自治体と比較すると、利用が根付いてきていると思われる 



・一方で、そもそもの利用者数の絶対数は減少傾向にある 

・振興局で進める再編によって、広域路線への支出の低減も期待される 

      ・タクシー券について、利用率が減少している理由は把握されているか 

      →PR の成果により交付枚数は増えているが、使用枚数が大幅に増加していないため、利用 

率自体は減少している 

 

～協議内容について承認～ 

 

（２）令和７年度実施予定事業について 

■事務局より説明 

～質疑応答～ 

・質疑無し 

    

～協議内容について承認～ 

 

（３）令和８年度生活交通確保維持改善計画の提出について 

■事務局より説明 

～質疑応答～ 

・質疑無し 

 

～協議内容について承認～ 

 

（４）その他協議事項 

・特に無し 

 

４ 今後のスケジュール 

（１）第 20 回地域公共交通活性化協議会の開催について 

   ■事務局より説明 

   ～質疑応答～ 

   ・質疑無し 

  

５ その他 

  ・まちバスの仕組みを変えるなどして、利便増進計画策定によるフィーダー補助上限アッ 

プも有効と思う。 

 

６ 閉会（１５時２０分） 

 

 


